
生活体験に根ざした理科学習 

第５学年「もののとけ方」 
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① 単元計画（本時９,１０/１３） 

第１次・・・水よう液の重さ（４時間） 

第２次・・・水にとけるものの量（６時間） 

第３次・・・とかしたもののとり出し方（３時間） 

 

② 本時の目標 

  物が水に溶ける量を水の温度や水の量と関係づけて考えることができる。 

 

③ 授業の実際 

児童の学習活動や主な反応 具体的な指導（理科授業のポイント） 

１．前時を振り返る。 

 

２．学習課題を知る。 

 

 

 

３．仮説と仮説の理由を考え、グループで話し合う。 

①水の量を増やす 

 

 

 

 

 

②水の温度を上げる 

 

 

 

 

 

 

 

４．全体で話し合い，結果を予想する。 

 

 

 

 

○水に溶ける食塩やホウ酸の量には限りがあるこ

とを確認させる。 

 

 

 

 

○生活場面やニュースの映像などからものがとけ

る場面を想起させ，仮説と仮説の理由を考えさせ

る。 

 

○自分で考えた仮説や仮説の理由を発表させ，交流

（疑問に思ったこと，聞きたいこと，感心したこと

など）させる。 

 

○水の量，水の温度以外の仮説が出た時には，その

仮説を全体に紹介し，認める。今回は水の量と温度

を条件に実験することを伝える。 

 

○うまく説明できない児童には，話型を提示し，グ

ループで伝える時のヒントとする。 

 

 

○自分の予想を確認させ，実験に見通しを持って参

加させる。 

 

 

条件 水の量を増やす 水の温度を上げる

食塩 １５％（５人） ８５％（２８人）

ホウ酸 ９％（３人） ９１％（３０人）

食塩やホウ酸をもっととかすには、どうしたらよいのだろう。 

・入浴剤は水を増やすとよくとけるよ。 

・ココアやお茶が濃い時には、水を増やして

うすめているよ。 

 

・料理ではものを溶かすために温めることが 

 多いよ。 

・アイスココアは作りづらい。 

・マグマには何でも溶けるよ。 

・鉄やろうは火で温度を上げると溶けるよ。 

表１ ものの溶けやすさの予想 



 

④ 考察 

  今回の実践では,実験結果を予想する場面に言語活動を仕組んだ。生活場面の中でのものが溶ける様

子を想起することで仮説や仮説の理由が書けない児童もスムーズに記述することができていた。また，

交流の中で疑問を解決したり,自分の思考を具体化したりする姿が見られ，実験に対する意欲も増した

ように感じられた。本実験では,ほとんどの児童が「水の量を増やすよりも水の温度を上げたほうが溶

けやすい」と予想していたが，食塩は水温を上げても溶ける量はあまり変化しないという事実に驚いて

いた。予想をしっかりと持たせることで「水温を高くすればどんなものも溶ける」という素朴概念が修

正され，児童の記憶に大きく残ったように思う。 

  本単元は身近な生活体験から結果を予想しやすい単元であった。今後は,他の単元でもどのような場

面を想像すれば仮説を立てやすくなるのかを検証していきたい。 

５．実験方法を確かめ，実験する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・食塩は５ｇずつ,ホウ酸は２ｇずつ溶かしていく。 

 

 

６．結果をまとめ，考察を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．学習のまとめをし，本時の学習をふり返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次時は溶かしたものを取り出す方法について考

えることを知らせる。 

①水の量を増やす 

・同じ温度（２０℃）の５０ｍＬ，１００ｍＬ

の２つのビーカーを用意し，食塩とホウ酸の

溶ける量を調べる。 

②水の温度を上げる 

・同じ水の量（５０ｍＬ）の２０℃，６０℃の

２つのビーカーを用意し，食塩とホウ酸の溶

ける量を調べる。 

 

食塩は水を増やすとよく溶けるね！ 

あれ？温度を上げても食塩は

あんまり溶けないぞ。予想と

違う！！ 

・水の量を増やすとものの溶ける

量は増える。 

・食塩は水の温度を上げるよりも

水の量を増やしたほうがいい。 

・ものの溶け方には違いがある。 


